
　
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
が
六
月
の
第
３８
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
正
式
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。
連
日
、
多
く
の
人
々
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

五
年
前
に
群
馬
県
蚕
糸
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
「
絹
へ
の
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
」
を
開
講

し
ま
し
た
。「
養
蚕
体
験
コ
ー
ス
」
と
「
座
繰
り
体
験
コ
ー
ス
」
を
県
内
の
施
設
見
学
も
含

め
十
八
回
、
約
一
か
月
を
か
け
て
の
講
座
を
開
く
と
い
う
記
事
を
見
つ
け
、
早
速
申
し
込

み
ま
し
た
。
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
の
一
日
授
業
で
す
。
開
講
式
を
終
え
、
セ

ン
タ
ー
施
設
見
学
、
翌
日
に
は
蚕
・
繭
糸
の
特
徴
や
製
糸
の
歴
史
、
午
後
か
ら
は
早
速
、

座
繰
り
器
の
取
り
扱
い
方
、
糸
の
扱
い
方
を
学
び
ま
し
た
。「
座
繰
り
体
験
コ
ー
ス
」
を
選

び
ま
し
た
が
、
桑
の
系
統
と
品
種
の
動
向
や
桑
の
病
気
、
桑
の
収
穫
法
そ
し
て
「
蚕
」
の
一

生
や
壮
蚕
（
四
～
五
齢
）
飼
育
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
、
飼
育
実
習
で
は
三
齢
飼
食
、
桑

園
管
理
と
給
桑
、
熟
蚕
の
収
集
、
回
転
蔟
（
繭
を
作
る
枠
）
な
ど
も
学
習
、
そ
し
て
繭
か
ら

糸
を
と
る
「
座
繰
り
」
は
連
日
十
回
に
お
よ
び
ま
し
た
。
撚
糸
と
製
錬
実
習
も
終
え
、
糸
に

な
っ
た
も
の
は
桐
生
の
繊
維
試
験
場
で
美
し
い
布
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
富
岡
製
糸
場
は
も
ち
ろ
ん
富
士
見
の
座
繰
り
を
し
て
い
る
家
を
訪
問
、
手
織
り

工
房
、
製
錬
工
場
、
撚
糸
工
場
、
ニ
ッ
ト
工
場
、
碓
氷
製
糸
工
場
の
見
学
、
桑
の
実
の
ジ
ャ

ム
作
り
、
繭
ク
ラ
フ
ト
制
作
。
最
後
に
は
修
了
証
書
と
記
念
写
真
ま
で
・
・
・
記
念
写
真

は
、
座
繰
り
で
繭
か
ら
糸
に
な
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
い
っ
ぱ
い
の
宝
物
を
参
加
者
の
皆
が
嬉

し
そ
う
に
抱
え
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
県
内
は
も
ち
ろ
ん
北
海
道
、
埼
玉
か
ら
来
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
事
で
す

が
、
一
か
月
の
体
験
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で
に
養
蚕
や
蚕
糸
に
携
わ
っ
た
多
く
の
人
々
の

事
を
考
え
た
時
、
そ
の
当
時
の
現
実
を
知
る
こ
と
、
長
年
、
研
究
開
発
に
一
生
を
捧
げ
た

人
、
そ
し
て
世
界
遺
産
に
な
る
ま
で
身
も
心
も
費
や
し
、
す
で
に
他
界
さ
れ
た
人
の
事
を

心
に
深
く
刻
む
こ
と
は
大
切
な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
の

で
あ
れ
ば
、
私
の
体
験
し
た
一
か
月
の
一
部
で
も
子
供
た
ち
に
体
験
で
き
る
場
が
出
来
、

見
学
や
観
光
だ
け
に
終
わ
る
こ
と
な
く
生
き
た
世
界
遺
産
と
し
て
の
今
後
に
夢
ふ
く
ら

み
ま
す
。

群
馬
の
豊
か
さ
は
、
年
齢
を
重
ね
て
き
て
特
に
感
じ
て
い
ま
す
。

自
然
の
豊
か
さ
、
食
材
の
豊
富
な
事
、
上
州
人
の
気
質
の
良
さ
、
先
人
が
残
し
て
く
れ
た

大
き
な
遺
産
。
そ
れ
ら
を
真
摯
に
受
け
と
め
て
育
て
て
い
け
ば
群
馬
は
ど
の
県
よ
り
も
自

信
を
も
っ
て
来
県
者
に
「
も
て
な
し
」
が
出
来
る
県
だ
と
確
信
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
県
民

一
人
一
人
に
か
か
っ
て
い
る
と
も
感
じ
ま
す
。　

                                   

（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）

群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町
七
三
‐
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
５
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ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ
フ
レ
ッ
ス
ン　

No.4

「行こうぜ」　伊藤三枝

〈予告〉

　伊藤三枝さん個展

　　　　1月5日（月）～ 18日（日）

第
４９
回　

自
由
美
術
群
馬
展　
　
　
　

会
期　
　

七
月
二
十
三
日
（
水
）
～
二
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
六
時
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

綿
貫
哲
雄
作
陶
展　
　
　
　
　
　
　
〈
企
画
〉

会
期　
　

七
月
十
二
日
（
土
）
～
二
十
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　

ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
六
回
目
の
個
展
で
す
。

前
橋
・
富
士
見
で
作
陶
を
続
け
る
綿
貫
哲
雄
氏
の
近
作
を
展
示
販
売

い
た
し
ま
す
。
身
近
に
使
え
る
食
器
や
花
器
な
ど
手
に
取
っ
て
お
楽

し
み
下
さ
い
。

ア
ロ
マ
教
室

「
熱
中
症
」
と
「
虫
除
け
」
対
策

日
時　
　

八
月
二
十
四
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

二
階
会
議
室

会
費　
　

一
八
〇
〇
円
（
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
は
持
ち
帰
り
）

講
師　
　

宮
崎
聖
美
先
生
（
薬
剤
師
・
オ
フ
ィ
ス
２１
主
宰
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
手
・
・
・
武
藤

今
年
は
例
年
に
な
く
天
候
不
順
な
日
々
が
続
き
ま
す
。

食
生
活
に
気
を
つ
け
、
適
度
な
運
動
を
し
て
い
て
も
体
調
管
理
が
大

変
で
す
。
ま
し
て
病
気
の
方
や
高
齢
者
に
と
っ
て
は
心
配
事
が
多
い

毎
日
で
す
。

気
分
を
一
新
し
て
快
適
に
過
ご
し
た
い
・
・
・
そ
ん
な
方
に
精
油
（
芳

香
植
物
か
ら
抽
出
し
た
オ
イ
ル
）
を
使
っ
て
気
軽
に
生
活
に
取
り
込

ん
で
い
け
る
「
熱
中
症
対
策
」
ま
た
、「
虫
除
け
」
の
ア
ロ
マ
教
室
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
男
性
も
大
歓
迎
、
是
非
一
度
参
加
し
て
み
て
下

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

斉
藤
健
司
作
品
展

　
　
　
　
　

６９
年
目
の
夏　
　
　
　
〈
企
画
〉

会
期　
　

八
月
二
日
（
土
）
～
十
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

＊
ご
案
内
状
は
次
回
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

展
覧
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
期
中
に

お
電
話
下
さ
い
。
休
廊
中
は
不
在
に
し
て
お
り
ま
す
。



ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
は
、
県
内
外
の
皆
様
に
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
写
真
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
作
家
の
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
企
画
展
を
実
施
し
て
き

て
い
ま
す
。
今
年
の
後
半
も
、
さ
ら
に
文
学
関
係
を
は
じ
め
多
分
野
の
作
家
に
よ
る
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

「
ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り
」
だ
け
で
は
、
網
羅
出
来
な
い
部
分
を
ご
紹
介
出
来
れ
ば
と
今
回

は
少
し
早
い
情
報
を
ボ
リ
ュ
ウ
ム
ア
ッ
プ
で
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
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〈
書
籍
の
ご
案
内
〉

伊
勢
型
紙　

四
技
法

引
き
彫
・
道
具
彫
・
突
き
彫
・
錐
彫

江
戸
小
紋
展　

藍
田
正
雄　
〈
企
画
〉

　
　

　
　

会
期　
　

九
月
二
十
七
日
（
土
）
～
十
月
五
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

　
　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

「
楫
取
素
彦
伝　
　

耕
堂 

楫
取
男
爵
伝
記
」

　
　
　
　
　
　

群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会　

発
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
価　

一
八
〇
〇
円
（
税
込
）

　

昭
和
初
期
に
村
田
峰
次
郎
が
執
筆
し
、
未
発
表
の
ま
ま
楫
取
家
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
草
稿
「
耕
堂
楫
取
男
爵
伝
記
」
を
「
楫
取
素
彦
伝

　

耕
堂 

楫
取
男
爵
伝
記
」
と
し
て
出
版
。

＊
ノ
イ
エ
ス
朝
日
、
Ｄ
ｉ
ｐ
ｓ
．
Ａ
で
も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

ノ
イ
エ
ス
朝
日
企
画
展　
〈
予
告
〉　　

　

水
上
勉
と
勘
六
山
房
展　
　
　
　
　
〈
企
画
〉

　
　
　
　

会
期　
　

八
月
三
十
日
（
土
）
～
九
月
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

　
　
　
　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　

作
家
、
水
上
勉
先
生
は
大
正
八
年
に
福
井
県
大
飯
郡
本
郷
に
生
ま
れ
、
平
成
十
六

年
九
月
八
日
没
す
る
ま
で
「
雁
の
寺
」「
越
前
竹
人
形
」「
飢
餓
海
峡
」「
金
閣
炎
上
」

を
は
じ
め
数
々
の
作
品
を
発
表
し
、
さ
ら
に
竹
紙
を
漉
き
、
絵
を
描
き
、
さ
ら
に
陶

芸
を
さ
れ
「
水
上
勉
と
勘
六
山
房
展
」
と
し
て
ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
も
「
折
々
の
散
歩

道
」
の
原
画
の
展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
竹
紙
の
小
山
久
美
子
さ
ん
、
陶
芸

の
角
り
わ
子
さ
ん
の
作
品
と
合
わ
せ
て
ノ
イ
エ
ス
で
は
三
回
目
の
展
覧
会
で
す
。

早
い
も
の
で
水
上
先
生
が
他
界
さ
れ
今
年
で
十
年
に
な
り
ま
す
。

晩
年
に
何
度
も
展
覧
会
の
打
ち
合
わ
せ
で
長
野
の
仕
事
場
を
訪
問
し
た
り
、
ま
た

「
月
見
会
」
と
詩
人
の
Ｉ
先
生
や
作
家
の
Ｔ
先
生
、
そ
し
て
編
集
者
数
人
と
夜
遅
く

ま
で
酒
宴
を
楽
し
ん
だ
思
い
出
も
あ
り
、
先
生
に
は
数
々
の
思
い
出
と
先
生
が
書
か

れ
た
小
説
を
読
む
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
お
嬢
様
の
蕗
子
様
の
ご
協
力
で
再
び
「
水
上
勉
と
勘
六
山
房
展
」
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
、
久
し
ぶ
り
に
先
生
に
お
会
い
出
来
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

角
り
わ
子
さ
ん
は
陶
芸
で
発
表
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

小
山
久
美
子
さ
ん
の
竹
紙
も
多
く
の
フ
ァ
ン
が
い
ま
す
。

今
回
は
、
展
覧
会
と
併
せ
て
、
こ
の
機
会
に
「
水
上
勉
」
と
い
う
作
家
の
作
品
を
是
非

読
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の
激
動
す
る
社
会
と
向
き
合
い
、
作
品
に
し
て
い
っ
た
作
家

の
姿
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

社
会
福
祉
に
関
す
る
発
言
や
活
動
。
竹
人
形
を
使
っ
た
人
形
劇
の

上
演
。
若
狭
一
滴
文
庫
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

一
滴
の
里
が

運
営
）
の
創
設
・
・
・
。
手
に
と
っ
て
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
て
下

さ
い
。

　

藍
田
正
雄
先
生
の
作
品
を
初
め
て
拝
見
し
た
の
は
い
つ
だ
っ
た

の
か
・
・
・
。
た
ぶ
ん
「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
の
東
京
の
会
場
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
着
物
好
き
と
は
言
え
、
ほ
と
ん
ど
着
る
機
会
も
な

く
友
人
か
ら
聞
い
た
「
絹
の
里
」
で
の
山
口
先
生
と
教
室
の
方
た
ち

に
よ
る
着
付
け
で
数
カ
月
前
に
「
振
袖
」「
訪
問
着
」
な
ど
着
付
け
を

し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江
戸
小
紋
に
つ
い
て
は
、
藍
田
先
生
か
ら
頂
い
た
資
料
を
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
、
古
来
、
伊
勢
の
地
（
現
在
の
鈴
鹿
市
）
で
作
ら
れ
て
い
る

「
伊
勢
型
紙
」
と
い
う
一
定
の
柄
や
紋
様
に
染
色
す
る
た
め
に
使
わ

れ
る
型
紙
を
彫
る
職
人
の
事
を
知
り
、
さ
ら
に
そ
の
技
法
に
つ
い
て

も
少
し
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
活
字
で
説
明
す
る
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
の
で
是

非
、
会
期
中
に
作
品
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
引
き
彫
」「
道
具
彫
」「
突
き
彫
」「
錐
彫
」
の
四
技
法
に
つ
い
て
数
々

の
道
具
を
使
っ
た
り
、
技
術
を
駆
使
し
て
細
か
く
も
壮
大
な
世
界
を

彫
り
続
け
る
人
々
と
江
戸
小
紋
を
染
め
る
人
々
。

「
藍
田
正
雄
の
世
界
」
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

七
月
六
日
ま
で
開
催
中
！

　
　

木
村
明
ガ
ラ
ス
展　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日
に
て

　

二
年
に
一
度
、
こ
の
季
節
の
恒
例
に
な
り
ま
し
た
木
村
明
さ
ん
の

ガ
ラ
ス
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
フ
ー
ド
カ
バ
ー
や
コ
ン
ポ
ー
ト
、
涼
し
さ
を
よ
ぶ
風
鈴
。

そ
し
て
各
種
グ
ラ
ス
を
は
じ
め
、
食
卓
に
透
明
感
の
あ
る
ガ
ラ
ス

食
器
。
我
家
で
も
大
活
躍
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
。
ワ
イ
ン
で
は
な
く
フ

ル
ー
ツ
入
り
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ち
ょ
っ
と
お
洒
落
に
豆
腐
そ
う
め
ん
を

入
れ
て
オ
ク
ラ
の
輪
切
や
シ
ョ
ウ
ガ
を
少
し
飾
っ
て
み
た
り
・
・
・
。

と
に
か
く
ア
レ
ン
ジ
い
ろ
い
ろ
。
食
材
を
選
ば
な
い
ガ
ラ
ス
の
器
で

す
。
午
後
一
時
か
ら
木
村
さ
ん
も
在
廊
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
出
か

け
下
さ
い
。
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掲載内容についてのお問い合わせ　　　　
お申し込みはこちらまで…

TOPICS

 ディップス朝日
月曜〜土曜 午前9時〜午後７時（日曜・祝日休業）
〒371-0846 群馬県前橋市元総社町70-1
TEL.027-254-1212　FAX.027-254-1227

http://www.dips-a.jp
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〒371-0846 群馬県前橋市元総社町67　http://www.asahi-p.co.jp

今年も夏休みのキャンペーンを開催します！

8月中はワークショップ参加者のご同伴の方お１人まで参加材料費無料。（今年はお子様じゃなくてもO.K.です!!）

この機会に是非、お友達同士やお仲間でご一緒にお申し込みください。

３組様以上のお申込みならば、８月２０，２３日以外でもご希望の日程で開催できます（要ご相談）。

夏は涼しくワークショップ！
　　キャンペーンでお連れ様分お得デス。

カード決済が
　　できるようになりました！

A5版・モノクロ190頁

『中国の社会・文化から』　清水孝雄 

　　新聞に掲載された“自分”
　　　　　　を振り返る新しい自分史

作者が古稀を迎えたことを「記念」して自身4
度目の出版となった今作はこれまでに地域の方
向けに執筆した中国から日本へ伝わってきた
文化についてのことや、平成に入ってからの
群馬県内・日本国内の動き、そして自分自身
が掲載された
新聞・冊子記

事から綴る自分史の三部
構成となっています。特に「Ⅰ中国の社会・
文化から」は十二支の民話など興味深いお
話が満載です。Wordによる完全データ入
稿（後半の新聞掲載記事はダイレクト印刷）
で150部製作しました。

詳細・お申込みは店頭、またはWEBで！ http://www.dips-a.jp/　

８月２０日（水）、２３日（土）　もしくは3組以上でそれ以外の時間
♦リング製本　　　午前１０:３０－１２:００　　参加費￥2,000（材料費込）
♦活版印刷　　　　午後２：３０－４：００　参加費￥2,000（材料費込）
♦アルバムカフェ　午後１:００～４：００の間のお好きな１時間　参加費￥500

・・・・・

brand  new  
PRINTED  ITEM!

できたてホヤホヤの    印刷物ご紹介！

【リング製本コース例】
ノート、アルバム、スケッチブック

【活版印刷コース例】
はがき、タグ、レターセット

【アルバムカフェ例】
※アルバムはご持参
　いただくか店内で
　ご購入下さい。
　￥100～

スタッフがワークショップや商品作りの様子をご紹介するフェイスブックページを始

めました。いいね！やシェアをしてくださった方に特製ミニメモ帳を差し上げていま

す！是非店頭でお受け取り下さい。（事前・事後の

自己申告制です。メモ帳は無くなり次第終了となり

ますので、お早目にお声掛けください！）

カード決済をご利用いただけるよ
うになりました。　
どうぞご活用ください。


